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 ギャンブル依存症が薬物依存と同様に、脳に機能変化をきたすことが明白になったのは２００
０年に入ってからです。運動を円滑に行うために必要なドーパミン（神経伝達物質のひとつ）が不
足することで発症するパーキンソン病の治療として、ドーパミン補充療法を受けた患者の中から、
突然ギャンブルにハマる人が出てきたという報告が次々に発表されました。その薬をやめると
ギャンブル行為が止まりました。ドーパミンを含む脳の機能異常とギャンブルがやめられない行
動は、密接に関係していることが明白となりました。ギャンブル依存症者はギャンブルに関連し
た刺激に対しては脳が過剰に反応しますが、ギャンブルに関係のない刺激にはあまり反応しな
くなります。ギャンブル以外のことへの脳の反応が減っている反面、ギャンブルへの反応は高
まっているため、よりギャンブルから抜け出しにくいと考えられます。この現象は物質依存症者
の場合の、薬物とそれ以外の刺激に対する反応に一致しています。研究の結果、繰り返される
ギャンブル行為によって、脳に変化が起きていることがわかってきました。 
 
■家族、友人、学業、仕事、趣味に費やしていた時間が減ってきた 
■家庭内の不和が増えた 
■言葉が乱暴になったり家で荒れるようになった 
■職場や学校を休むことが多くなった 
■お金が足りないから都合付けてほしいとよく言うようになった 
■家の物を勝手に持ち出して売るようになった 
■借金するようになった 
■仕事上のお金を使い込んだ 
■自殺を口にするようになった 
 
  これらの背景にギャンブル問題がないかどうか、調べてみる必要があります。ギャンブルをし

ていて、上のような状態が起きていれば「ギャンブル依存」をまず考えなければなりません。表面
に現れた問題だけに対処しても、原因であるギャンブル問題をなんとかしなければ、こういった
問題はかならず繰り返されます。今回の市民公開講座ではギャンブル依存症の症状を知り、依
存症の特徴を理解し、ギャンブル地獄から抜け出る方法についてお話します。 
 

第６回ギャンブル問題を考える市民公開講座のお知らせ 
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